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1. 病院 におけ る小児を対象 とした調乳は従来，各病

棟 において 行われ ているが，近年の看護婦不足から，こ

れの中央化を望む 機運が高 まってい る。電 子レンジの食

品 に対 する 殺菌効果は既 にい くつか報 告され ているが，

病院 におげる調乳 の殺菌を目的 として本研究に着手 し，

本報では，調乳を マイクロ波加熱し たときの温度上昇に

つい て検討を行 なった のでその結果を報告 する。

2. 調製粉乳15%, 滋養糖1 ％の調乳を行ない，哺乳

瓶は細 口,   50,   100,  200 m; の容量 のものについ て 月令

別授 乳量を参考 にし て 実 験 に 供 し た。電 子 レ ン ジ は

Westing House を 使 用，三 洋EM-1200. 日立DR-71

を も参考に供した。温度は， クロメル・ア ルメル熱電対

で測定，加熱直後 の攬絆を行な う場合は ミニスターラー

（東洋産業製）を使用した。

3.    1) 電子 レンジの庫内の位置に より，調乳の温度

上昇に差があり，庫内使用面積 の多少が影響していた。

2） 哺乳瓶内の調乳は，液層の上中下で温度差が

あり，何れの場合 も上が高く下が低かった。液量 よりも

液層 の深浅影響が大であ った。

3） 調乳の沸騰までの所要時間は庫内に収納した

液量で非常に異な っていた。

4） 調乳の液層別温度差は，上面からの吸熱を ア

ル ミ箔被覆で抑制 し，下面に誘電率の高い 水をおいて少

な くするこ とがで きた。


